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平成２７年宇治田原町文教厚生常任委員会 

平成２７年１２月１５日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

議 事 日 程（１の１） 

（戸籍・保険課、福祉課、健康長寿課所管分） 

 日程第１  所管事項報告 

       ○戸籍・保険課 

        ・通知カード未達者への対応について 

       ○健康長寿課 

        ・健やかうじたわら２１プラン 

         ～宇治田原町健康増進計画～（中間評価・見直し）について 

 日程第２  その他 

 

議 事 日 程（１の２） 

（教育委員会所管分） 

 日程第１  その他 

 

１．出 席 委 員 

      委員長     ７番  垣 内 秋 弘  委員 

      副委員長    ３番  山 内 実貴子  委員 

              ５番  今 西 久美子  委員 

              ８番  奥 村 房 雄  委員 

              ９番  原 田 周 一  委員 

             １２番  田 中   修  委員 

 

１．欠 席 委 員     なし 

 

１．宇治田原町議会委員会条例第１８条の規定により会議事件の説明のため出席を求める

ものは次のとおりである。 

副 町 長 田 中 雅 和 君 
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教 育 長 増 田 千 秋 君 

理事兼企画・財政課 

財 政 課 長 
小 西 基 成 君 

理 事 兼 福 祉 課 長 大 江 輝 博 君 

戸 籍 ・ 保 険 課 長 長谷川  みどり  君 

福 祉 課 

こ ど も未来室参事 
立 原 信 子 君 

宇 治 田原保育所長 山 下 愛 子 君 

地 域 子 育 て 支 援 

セ ン タ ー 所 長 
中 田 正 代 君 

健 康 長 寿 課 長 黒 川  剛 君 

保 健 センター所 長 小 川 英 人 君 

教 育 次 長 谷 村 富 啓 君 

教 育 課 長 岩 井 直 子 君 

教 育 課 課 長 補 佐 池 尻 一 広 君 

教 育 課 

生 涯 学習推進参事 
塚 本  吏 君 

共 同 調 理 場 所 長 廣 島 照 美 君 

 

１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長 久野村  観  光  君 

庶 務 係 長 岡 﨑 貴 子 君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○委員長（垣内秋弘） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、文教厚生常任委員会を招集いたしましたところ、町当局の関係者をはじめ委

員の皆様にはご多忙のところご出席をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  本日の委員会は、付託議案がないことから所管事項報告のみとなります。 

  つきましては、お手元に配付いたしました日程表により進めさせていただくこととい

たします。 

  また、町当局より関係資料の事前配付もあわせ配付されておりますので、ご確認をお

願いしたいと思います。事前配付の資料は熟読いただいたものとして進めさせていただ

きますので、よろしくお願い申し上げます。 

  なお、スムーズな委員会運営のため所管課を分割し、初めに戸籍・保険課、福祉課、

健康長寿課所管分を行い、その後、教育委員会所管分を行うことにしたいと思います。 

  また、本日の委員会において不適切な発言等がありました場合には、委員長において

精査を行うことといたします。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございます。 

  町当局におかれましては、所管職員の出席につきましての調整をよろしくお願いいた

します。 

  ここで理事者からご挨拶をお願いします。副町長。 

○副町長（田中雅和） おはようございます。 

  師走も半ばになりましたけれども、皆様におかれましてはご健勝にてご活躍のことと

存じます。委員各位には平素から宇治田原町行政の推進に何かとご理解、ご尽力いただ

いておりまして、厚く御礼申し上げます。 

  本日、公私とも大変お忙しいところ、文教厚生常任委員会にご参集をいただきありが

とうございます。 

  まず、冒頭におわびを申し上げます。 

  去る１２月１０日の原田議員の一般質問答弁中、総務産業常任委員会への報告が未了

の観光振興計画につきまして、当計画の確定を前提としての答弁をいたしました。本件

につきましては、まず常任委員会への報告すべき案件として準備をしておりましたが、

認識の甘さから答弁の範囲を逸脱し、同計画について言及したものでございます。まこ

とにもって不注意な発言であり、議会に対する報告の認識に適切さを欠いた対応であっ
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たことを深く反省しております。今後は、このようなことがないように庁内での意識の

徹底を図ってまいる所存でございますので重ねておわびいたしますとともに、何とぞご

容赦いただきますようお願い申し上げます。 

  なお、本件につきましては、関係答弁の該当部分を取り消しさせていただきたく、議

長と協議をさせていただいており、追って正式に発言取り消しの申し出をさせていただ

きたく考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  本日は、垣内委員長、山内副委員長のもと常任委員会を開催していただき、各課の所

管事項を報告させていただきますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  簡単ではございますが、開会に当たりましての挨拶とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の文教厚生常任委員会を開きます。 

  これより議事に入ります。 

  日程第１、所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、戸籍・保険課所管の通知カード未達者への対応について、当局の説明を求めま

す。長谷川課長。 

○戸籍・保険課長（長谷川みどり） それでは、通知カード未達者への対応についての資

料をごらんください。 

  通知カードの郵送から３の周知につきましては、前に議員の皆様にお届けさせていた

だきました内容と同じでございます。 

  通知カードの郵送につきましては、住民票の住所の宛てに世帯単位で転送不要の簡易

書留郵便で送付、本町におきましては１１月２２日より配達が開始されました。未達者

への対応としまして、郵便局では不在配達通知書が投函され、郵便局で１週間保管、郵

便局の保管期間経過後は本町に返戻され３カ月程度保管。 

  受け取りの方法としましては、戸籍・保険課窓口で通知カードを受け取り、窓口での

受け取りが困難な場合は住民票宛て住所に宛てて転送可の簡易書留郵便で再送。その他

状況を勘案して職員が本人のもとへ出向いて交付という実施となります。 

  また、広報誌１２月号と町ホームページに掲載して周知しております。 

  それから、通知カードの送付状況なんですけれども、別紙文書もつけさせていただい

ています。通知カードの送付件数は３，５９３件で、全ての地区で初回の配達が完了し
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ております。未達者分につきましては郵便局で１週間保管され、順次、郵便局から役場

へ返戻されています。 

  １２月１１日現在で、郵便局からの返戻件数は３０４件、内訳は宛て所なし、郵便局

に転送届を出されている方とか転入されて転居届を出されていない方とかも含まれてお

ります、が１３４件。それから保管期間経過が１６９件、受け取り拒否は１件です。こ

の受け取り拒否につきましては制度を反対されたというじゃなくて、高齢の女性の方で

したが、単にちょっと利用がわからなかったためで役場に後日取りに来られる予定をし

ております。 

  それから、返戻分の処理状況でございますが、返戻３０４件のうち、窓口で交付済み

が８７件、基準日１０月５日施行以降の死亡、転出等異動が２３件、本人希望による再

送が７件、計１１７件。３０４件から１１７件を差し引いた１８７件、１２月１１日現

在、とりに来られるのを待って保管しております。未達者宛てに役場で保管している旨

の連絡文書を送付した件数は２４５件。３０４件から２４５件を差し引いた５９件は順

次返ってきておりますので、送付前に役場へ受け取りに来られております。以上でござ

います。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方、挙手願います。今西委員。 

○委員（今西久美子） ３カ月間このまま役場で保管をしていただいて、それ以降はどん

な扱いになるんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○戸籍・保険課長（長谷川みどり） 一応３カ月保管ということなんで、しばらくちょっ

と置いておきまして、その後は返還登録ということで、ＣＳの統合端末から国のほうに

送らせていただいて後、廃棄という形になります。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） その廃棄されたものがというか、その対象の方が再度交付を申請

するときには、手数料がもちろんかかるわけですね。その際に、通知カードをまずもら

って、その上で個人番号カードをもし申請するんであれば、両方もらわないとだめなん

ですか。いきなり個人番号カードということも可能なんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○戸籍・保険課長（長谷川みどり） いきなり個人番号カードの申請というのも可能でご

ざいます。 
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○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） この間、テレビ・新聞等の報道で、このマイナンバー制度に係る

詐欺事件等々多発をしているようですけれども、その辺の注意喚起について、担当課は

どこかわかりませんけれども、どのようにされているのか、その点をお聞きします。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○戸籍・保険課長（長谷川みどり） いつでしたか、ちょっとマイナンバーの詐欺が起こ

りまして、その際に『町民の窓』と広報紙に掲載させていただきまして、あと安心メー

ルですか、総務課の、あちらのほうから送っていただいたという経過がございます。以

上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 相談窓口みたいなものは町としてはあるんですか、マイナンバー

に関する。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○戸籍・保険課長（長谷川みどり） マイナンバーに関してではないんですけれども、そ

ういうような消費の相談とかは産業のほうにもなるかと思います。ただ、そういうよう

なほかの件について、もしあれやったらいろいろお問い合わせ先とかもありますので、

そちらのほうにもご案内させていただいております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 既に大半のところにカードが届いている。それにかかわる詐欺

等々も全国的には多発もしている。宇治田原町の方が詐欺に遭わないとも限らないわけ

で、その辺の注意喚起、引き続きお願いをしたいと思います。よろしくお願いしたいと

思います。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、戸籍・保険課所管分を終了いたしま

す。 

  次に、健康長寿課所管の健やかうじたわら２１プラン～宇治田原町健康増進計画～に

ついて、あわせてアンケート調査結果について、当局の説明を求めます。黒川課長。 

○健康長寿課長（黒川 剛） それでは、私のほうから健やかうじたわら２１プラン～宇

治田原町健康増進計画～の中間評価及び見直しにつきましてご説明をさせていただきま

す。 
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  まず、お手元のほうの分厚いほうの素案と書いているものでございますけれども、一

番最後のページをまずごらんいただきたいと思います。 

  これまでの策定経過でございますけれども、こちらのほうには第４回まで開催の旨書

いておりますけれども、第１回から第３回まで、１２月２日に第３回目の委員会を開催

し、計画の素案の取りまとめをさせていただいているところでございます。 

  もう１枚前にしていただきましてよろしいでしょうか。もう１枚前に戻っていただき

ますと、委員名簿のほうを掲載させていただいております。各町内で健康づくりですと

か、子育てに関します取り組みをしていただいている住民の方を中心に委員の就任にい

ただいております。また、桂敏樹会長、臼井委員、志澤委員、星野委員につきましては、

京都大学、また京都府立医科大学のほう、学術的にこの観点からアドバイスを頂戴して

おりまして、前回もこのメンバーの方々にお願いしておりますけれども、専門的観点か

らアドバイス、また目標の設定等について、専門的な観点から目標値の設定についての

アドバイスを頂戴しているところでございます。 

  最初の目次のほうを見ていただきたいんですけれども、構成のほうが第７部までござ

います。第１部につきましては、計画の策定に当たってということで背景、趣旨。第

２部につきましては、これまでの状況の変化ということで、あわせて配付させていただ

いておりますアンケートの結果、この結果につきましても第２部の中で要約をさせてい

ただいて掲載をさせていただいてございます。第３部のところでは、前回の計画に対し

ましての進捗状況、達成状況等について評価をさせていただいております。第４部につ

きましては、前回のものと踏襲させていただいて、基本的な考え方について取りまとめ

をしてございます。第５部につきましては、ライフステージごとということで、年代ご

との健康づくりの取り組み、この辺が具体的な計画のまとめになってございます。第

６部では、この計画につきましては、食育の実施計画、事前に配付させていただいてお

ります白いほうの冊子、宇治田原町食育推進実施計画、この計画の中にございます食育、

食べ物に関します部分を抜粋いたしまして食育推進実施計画というものを策定しており

ますので、食育についての取り組みを、今回はこの本編の中でも記載させていただいて

いるところでございます。 

  次に、７ページをごらんいただきたいと思います。 

  この計画の中間評価と見直しというところでございますけれども、まずアンケートを

実施いたしまして、その達成状況を確認しました。今回は、前回に加えまして子どもさ

んに対しましてアンケートも実施し、子ども時代から健康に対する意識を高めていただ
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こうという趣旨でアンケートを実施してございます。この中で状況を確認させていただ

きまして、今後に向けた計画の取りまとめを行ったところでございます。 

  次に、１０ページをごらんいただきたいと思います。 

  １０ページ目の⑹番目、平均寿命と介護保険認定者数から算出した健康寿命（暫定

版）となってございますけれども、これは平成２６年度に京都府におきまして取りまと

めされました京都健康寿命向上対策事業の報告書の中で記載されているものでございま

して、男性、女性の平均寿命と健康寿命、元気でいられるときの時代と、あとは亡くな

られるまでの寿命のその差異、男性ですと平均寿命が７９．２、健康寿命が７８歳とい

うことで、１．２歳の間が何らかの疾病に、寝たきりだったりとか介護状態になってい

らっしゃると、そういう期間をあらわしてございます。ですから、これでいいますと女

性のほうが平均寿命は長いんですけれども、そうした要介護状態等になられるような状

況が女性のほうが高いという状況が、今現在、宇治田原町のほうであるというのがこの

状況でございます。 

  続きまして、１１ページ目でございますけれども、先ほど申しました別冊でございま

すけれども、アンケート調査の結果をまとめてございます。そのときの概要を１１ペー

ジのほうで記載させてございます。 

  前回、このアンケート実施する際に、３歳児の子どもさん、保育所の子どもさんで町

外に行っている幼稚園の子どもさんに対してしっかりフォローするようにというご指摘

もいただきまして、３歳児につきましては郵送によりまして、町外の方ですけれども、

町外の保育所とか幼稚園、また在宅の方につきましては、郵送によりまして調査票の配

布と回収をさせていただいたところでございます。 

  続きまして、４１ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

  第３部中間評価のところでございます。こちらのほう、まずは生活習慣病予防という

項目につきまして、前回の計画と今回の達成状況、またそれに伴います修正目標値等を

取りまとめをさせていただいてございます。先ほど申し上げましたように、この目標の

設定につきましては、大学の先生を中心に専門的観点からご検討いただいて、達成が可

能な、余り高く達成が困難な無理な設定でなく、実現可能な目標値に設定をしていると

ころでございます。 

  続きまして、４６ページは、項目ごとになりますけれども、栄養ということで、毎日

食事をされている方の割合ですとか、野菜をとっている割合、塩分に気をつけていると

いった項目につきまして、それぞれ目標値、今回の結果、修正目標値。 
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  同じく４８ページ、４９ページにつきましても、運動、また休養に関します現状と目

標値の設定をしております。 

  ５０ページのところの生きがいにつきましても評価させていただきまして、これらを

もとに現計画とこれからの目標についての評価をさせていただいているところでござい

ます。 

  ５２ページでございますけれども、ライフステージごとの健康づくりの指標でござい

ます。こちらのほうは、各年代層、ゼロ歳から５歳までの乳幼児期、また６歳から

１８歳までの児童・生徒期、１９歳から４４歳までの青年・壮年前期、４５歳から

６４歳までの壮年後期、６５歳以上の高齢期に分けましての各目標値、それにつきまし

ての前回のベース、２２年度段階での状況と今回の結果、それに対しての目標値に対す

る状況がどうなのかというものを取りまとめさせていただいてございます。 

  続きまして、６４ページをごらんいただきたいんですけれども、これが先ほど申し上

げました各ライフステージごとの現状と、これからの取り組みの方向をまとめているも

のでございます。 

  事前に配付させていただきましたこの概要版のほうですけれども、概要版のほうを見

ていただきますと、こちらのほうに各年代ごとの目標がございます。先ほど言いました

各目標数値のほうは、この下に書いている部分になります。上のほうに書いてある計画

につきましては、ライフステージごとの健康づくりの行政施策というところで、行政が

取り組むべきところに相当するものでございます。 

  この計画につきましては、子どもがすること、親がすること、地域ですることという

ことで、住民さん、またその親御さんですとか地域ですること、その中から行政にして

ほしいなとおっしゃるようなそういった期待することということを踏まえまして、行政

が取り組むべきことを書いてございます。 

  ちょっと見にくいところございますけれども、一番右側の健康づくりの行政施策のほ

うでございますが、二重丸で書いているところが、今回新たにこの計画に位置づけをさ

せていただいたものでございます。 

  ゼロ歳から５歳では、特に子どもさんの健全な発達を促すということで親が取り組む

べきことで、例えばお母さんの禁煙をしていきたいということから、丸印の下から２つ

目にございます禁煙・分煙の取り組みを促すとともに、特に妊娠期や授乳期のたばこの

害やアルコールの害について啓発を努めるといったことで、お母さん方の禁煙に努めて

いきたい。 
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  続きまして６６ページでは、児童・生徒期、６歳から１８歳の子どもさんにつきまし

ては、最近小さい子どもさんの大麻、薬物に接する機会があるというような社会状況に

なってございますので、そういったことにも意識を深めるということから、丸印の上か

ら２つ目でございますけれども、小・中学校でたばこの害、アルコールの害、薬物の害

と。薬物というのが、新たに最近の状況から追加された項目かなというふうに考えてご

ざいます。 

  青年・壮年前期につきましは、子育て世代の部分になってございますので、最近の地

域創生の計画の中でもございましたように、ワーク・ライフ・バランスの推進といった

ところで子育てしやすい働きやすい環境をつくっていくと、そういうところを追記させ

ていただいてございます。 

  壮年後期につきましては、今度、健康に十分留意していただく必要がございますとい

うことで、７１ページのほうでは健診の周知徹底、受診しやすい環境の整備といったと

ころですとか、健康に関する情報は積極的にＰＲしていくといった取り組みを新たに記

載してございます。 

  ７３ページにつきましては、高齢期ということで、介護予防に関する事業をここでは

幅広く位置づけをさせていただいてございます。元気はつらつ若返り塾の取り組みです

とか、高齢者への食生活改善といった取り組みにつきまして記述してございます。これ

が各ライフステージごとの計画として、計画の根幹にかかわる部分でございます。 

  次、７４ページ、７５ページのところでございますけれども、これが食育推進の取り

組みということで、食育推進計画に相当するものでございます。 

  ７４ページの一番左が基本目標と書いているところです。「朝食を毎日食べる」の欄

ございます。その中にアンケート調査の結果で、成人の方が９４．１％と記載ございま

すけれども、ちょっとすみません、これ誤りでございまして、毎日食べている方は

８８．６％で、ちょっと申しわけございませんが、こちらのほうの修正をお願いしたい

と思います。 

  こちらの食育推進の取り組みに関しましては、前回は住民さんとともに検討させてい

ただいたんですけれども、今回も委員会の中で議論をしていただいた上に、町内にいら

っしゃいます栄養士さん、小学校の先生ですとか保育所の栄養士さん、またサンビレッ

ジ宇治田原にいらっしゃる管理栄養士さん等々、栄養士さんからのご意見を直接伺おう

ということで、そういった方々とも意見交換させていただきながら計画の補充をさせて

いただいたところでございます。そういった中で保育所・小中学校で朝ごはんの習慣を
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というところで、朝食に対する調理実習を行うという形で続きをしてございます。学校

で調理実習をすると、子どもは家へ帰ってもごはんをつくるということを通してごはん

を食べるという活動につながるんですよというふうな感じと、私どもでは気づかなかっ

たようなところをご指摘、ご指導いただいている中で、こういった新しい計画を位置づ

けをさせていただいたところでございます。 

  以上が素案でございます。今後、この素案に本日いただいたご意見等を踏まえまして、

素案を作成、まとめさせていただきまして、今月の中・下旪以降に、パブリックコメン

トということで住民の皆様方に意見の公表をさせていただいて意見の募集をさせていた

だくという取り組みをさせていただきたいと思います。 

  先ほど冒頭のところでご説明いたしましたように、２月２３日、次回会議の開催を予

定しておりまして、この場で案の取りまとめをさせていただいて、最終確定に持ってい

きたいというところで現在進めているところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。今西委員。 

○委員（今西久美子） ３３ページなんですけれども、この健やかうじたわら２１プラン

の認知度が、ちょっとこんなにも低いのかと思って私はちょっと驚いたんですが、せっ

かく専門の方なんかにも委員に入っていただいて、これだけの計画をつくっていってい

ただいているにもかかわらず、当然この概要版も全戸配布もしていただいたかと思うん

ですけれども、ちょっとこれだけその認知度が低いということについて、特に若い人ほ

ど認知度が低いということについて担当課としてどのように思われていて、この認知度

を上げるためにどのようにされていくのか、お考えをちょっとお聞きしたいんですけれ

ども。 

○委員長（垣内秋弘） 黒川課長。 

○健康長寿課長（黒川 剛） 私もこのアンケートを見まして、やはり非常に尐ないなと

いうふうに認識しているところでございます。つきましては、委員会の中でも議論にな

りまして、まずは皆に知ってもらうことから意識が高まるんじゃないかなというご指摘

もいただいてございます。 

  ６２ページのところになるんですけれども、６２ページの３、全ての世代に共通する

取り組みの方向性の中で一番下の⑻番目にございますけれども、前回これなかったんで

すけれども、健康増進計画の周知ということで、回覧板、広報紙、ホームページなどを

通じて計画の周知をまず図りましょうと。そのために、図った上で目標達成のための意
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識をつくっていただくという取り組みを積極的にしなければならないということを改め

てこちらのほうに位置づけをさせていただきまして、積極的な計画内容の周知に今後取

り組んでいきたいというふうに考えてございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） ちょっと後から言うこととも関連をするんですけれども、それと

もう１点は、死亡の原因です。悪性腫瘍、がん等、あと生活習慣病というのが非常に死

亡の原因としては高いという結果が出ています。ところが、４１ページのこの生活習慣

病予防というところでがんの検診とか、あと下段の分です。これも生活習慣病に非常に

かかわる中身だと思うんですけれども、この受診率、今回結果が非常に低いということ

と、特に肥満の者の割合というのが今回結果が２０．３％で、当初目標を十分達成して

いるのに目標値を修正しないのかどうか。もっと上げないのかどうか。また、喫煙して

いる者の割合については……これ見方違いますか。今回結果が１４．２％。そうか、こ

れは下げたらいいんですよね。あと、その修正目標、無理のないところでというお話も

今ありましたけれども、私はやっぱりこれをもっと上げるような計画にぜひしていただ

きたいし、もう尐し目標を高く持つべきではないかと思うんですけれども、その辺はど

うでしょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 黒川課長。 

○健康長寿課長（黒川 剛） まず、がん検診のところでございますけれども、この数字

が２６年度の数字をもって記載させていただいて、確定したのが２６年度が直近という

ことで２６年度でございます。先ほど委員会等でもご報告させていただきましたように、

ことしにつきましては、がんの検診率が非常に上がっているというところがございまし

て、現状ここでは書いてございませんけれども、改善はされているという状況にまずご

ざいます。 

  その上で、これはもう委員会の中でもお話しいただいていたんですけれども、なかな

かうちの主人にやったらというようなお話の中で、職場で健診を受けているよというこ

とで、なかなかその数字がそのまま直結しないんですよねというようなご指摘もいただ

きまして、今西委員からも、実際どれが本当の数字なのかという調査はできないかとい

うお話もいただいたんですけれども、なかなか実際の数字を捕まえるのが難しい。例え

ば、特定健診のように国保の保険者だけでしたら対象がびしっと決まっていまして、そ

のうち何人という形で出てはくるんですけれども、全住民さんを対象としておりますと、

それぞれの保険の形態ですとか、体の状況につきましても把握し切れないという形でも
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ございますので、なかなか目標値を上げるという中でも、そういうような市町村の状況

とかによりまして数値の差異がございますので難しいところが正直ございます。その中

で、先ほど申し上げましたように、先生方ともご相談させていただいて目標とすべき数

値の設定をさせていただくところでございます。 

  ＢＭＩのところでしたか。 

（「違います」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） すみません。肥満の割合は低いほうがいいんですよね、これ失礼

しました。ちょっと、私の勘違いでした。 

  先ほど検診の話もありましたけれども、１９ページのがん検診を受けていない理由、

これぜひ調べてくださいということでお願いもしておりまして、非常によくわかる結果

やなというふうに思うんですが、特に若い方、１８歳から４４歳の方、疾病もそんなに

ないという方が多かったですけれども、それでも受ける機会を知らないというのが

４４％もおられるんです。あと指定された日時が合わないという方も多尐おられました。 

  これ、やっぱり機会を知らないというのはもっと知らしめる必要があるわけで、さっ

きも認知度のところでも言いましたけれども、もっとほかの方法があるんじゃないかな

というふうに思っているんです。ホームページとか、回覧板とか、町の広報紙だけじゃ

なくて、この間、文教厚生常任委員会で視察に行きました玉城町でしたっけ、あそこは

検診のお知らせをメールで送ってはるんです。もちろん登録された方だけですけれども。

それで、そのメールの返信をすれば予約ができるようなシステムを持っておられました。

これいいなと思ったんです、私も。最近は携帯で十分ネットもできますし、登録しても

らわなあかんというのはあるんですけれども、その辺ちょっとご検討願えないかなと。 

  いろんな情報をメールやインターネットで発信してほしいと、そういう声もたくさん

ありましたよね。そういう意味では、安心・安全メールがどれだけの人が登録してはる

かちょっとわからないですけれども、ちょっとその辺を積極的に登録を促して発信をし

ていくような取り組みをぜひお願いしたいなと思うんですけれども、その点はどうでし

ょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 黒川課長。 

○健康長寿課長（黒川 剛） まずは受けていただくことが第一でございますので、その

ためには受診率を上げていくための取り組みにつきましては、限定せず幅広く検討して

まいりたいと考えてございます。以上です。 
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○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） ぜひ、よろしくお願いします。 

  それと、前も言ったかと思うんですけれども、集団検診の日程なんですけれども、土

日をぜひ……ちょっとこの間もお話しさせてもらったんですけれども、選べないかなと。

土日になると費用が高くなるというふうなお話もありましたけれども、そこは何か京都

府が差額分を援助してくれるという話もちらっと聞きましたので、その辺もちょっと確

認をしていただいて、日程がなかなかとれないという話もありましたけれども、そこは

ぜひ実現していただけないかなと思うんですが、どうでしょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 黒川課長。 

○健康長寿課長（黒川 剛） 京都府内でも北部のほうで一部、土日に実施されていると

いう実情はお聞きしておるところでございます。その状況を確認させていただきますと、

平日受けていらっしゃった方が土日に行かれただけであって、実数としてはふえていな

いというような状況というふうに聞いているところでございます。 

  費用につきまして、京都府から補助があるというふうなお話でございますけれども、

今、この検診事業につきましては、基本的には町のほうの費用がおおむねほとんどの部

分でございますので、府のほうからそういった補助がというところにつきましては申し

わけございませんけれども確認できておりませんで、再度確認させていただきたいと思

います。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、所管事項報告を終了いたします。 

  次に、日程第２、その他を議題といたします。 

  委員から何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 当局側、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 事務局から。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようです。 

  ほかにないようでございますので、日程第２、その他については終了いたします。 

  これで、ただいま出席の所管課にかかわる事項を終了いたします。 



１５ 

  職員の入れかえのため、ここで暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１０時３６分 

再  開   午前１０時４３分 

○委員長（垣内秋弘） 休憩前に引き続きまして会議を始めます。 

  それでは、職員の入れかえが終わりましたので、教育委員会所管にかかわる事項につ

いて始めます。 

  会議は、お手元に配付いたしております会議日程により進めさせていただきます。 

  所管事項報告もないようでございますので、日程第１、その他を議題といたします。 

  委員から、何かございましたら挙手願います。 

  特にございませんか、委員さん。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） そしたら、当局側、何かございましたら。岩井課長。 

○教育課長（岩井直子） それでは、失礼いたします。 

  先日開催されました第２回お茶の里うじたわらマラソンにつきまして、主催の体育協

会より報告がございましたので、主な状況をまとめて報告をさせていただきたいと存じ

ます。 

  お手元の資料のＡ４用紙をごらんいただきたいと存じます。 

  まず、開催日時でございますが、平成２７年１２月６日日曜日午前９時１５分より開

始式がございました。京都やましろ農協宇治田原町支店をスタート、ゴールとする３コ

ースで、ふれあいコース１．８キロのスタートが９時５０分。全員のゴールを確認した

後、軽快コースの４．５キロと健脚コース１０．０のスタートは１０時２０分でござい

ました。 

  申込者数でございますが、３コース合計で２０８人、当日参加者は１８２人です。最

高年齢は７７歳、遠方では愛知県名古屋市のほうから参加をいただきました。町内、町

外の割合は、申込者数で町内が１１４名、町外が９４名でした。全てのコースにおきま

して途中棄権者はないとのご報告を受けております。 

  救護体制でございますが、大会本部のテントに医師が１名、看護師が１名、救護車に

看護師１名の配置。また、救護車並びに追走車には救急救命の受講者を各２名とＡＥＤ

を搭載しております。走路監察員といたしまして、応急措置の講習また救護対応マニュ

アルの説明を受けました５９名を３７カ所に配置しております。給水所は２カ所、走路

の使用箇所には無線を配備いたしました。 
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  昨年度からの変更点といたしましては、より安全性、緊急時の対応を考慮しまして、

大会コースの一部を変更しております。また、本年度は救護サポートランナー、また大

会ボランティアを募集しましたところ、田辺中央病院、京田辺市消防本部と宇治田原分

署のご協力によりまして、１１名の方々が当日はビブスと呼ばれます蛍光色のベストで

ございますが、こちらのほうを着用していただきまして、軽快、健脚コースに参加をい

ただきました。また、カイロプラクティック施術のボランティア４名の協力もございま

して、走り終えたランナーのマッサージを行っていただき、こちらのほうは２５名が利

用されたと聞いております。 

  体育協会では、マラソン参加者や大会運営関係者の意見を十分集約いたしまして、今

後の大会運営につなげる意向をお持ちです。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） ただいまの報告に対して何かございますか。今西委員。 

○委員（今西久美子） ちょうど２年前に大変な事故がありまして、その反省というか教

訓にして、去年からは新たな名称で、コースも去年も違ったし、ことしもさらに違った

んですね。この二重丸のところについては今年度強化をしてもらったところだと思うん

ですが、主催が体育協会なので、答えられる範囲でいいんですけれども、この走路監察

員の５９名配置ですが、これ応急処置講習受講、救護対応マニュアル説明済みとありま

すが、この５９名全員にこの受講なり説明をされたということでいいんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 岩井課長。 

○教育課長（岩井直子） １１月３０日に競技役員の打ち合わせ会議を行いまして、その

席上に全員出席をいただいております。また、その際に消防宇治田原分署のご協力で、

先ほどの応急措置のほうと簡易な救急救命の講習を受けていただいております。以上で

ございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） この走路監視員の方にちょっとお聞きしたんですけれども、２年

前の事故を受けて、本当に大変なことが起こり得るんだというそういう意識が非常に薄

かったんじゃないかなというふうにおっしゃっていたんです。だから、緊張感というか、

本当に起こり得るかもしれないというような感じを受けなかったと。だから、もっと真

剣に取り組むべきじゃないかと。走路監察員もボランティアの方だと思うので、それは

非常に大変やと思うんですけれども、その辺の徹底を、やはり教育委員会も宇治田原町

も後援をされているわけで、本当に二度とああいう事故が起きないようにというか、万

が一起きたとしてもきちんと対応できるように心していただくように今後取り組んでい
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ただけたらなというふうに思っておりますので、その点はお願いをしておきます。以上

です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） じゃ、次に移りたいと思います。谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） それでは、お手元に配付させていただいております宇治田原町

教育委員会広報につきまして説明させていただきたいと思っております。 

  この広報につきましては、本日の説明後、今週の末か早い時期に、新聞折り込みにて

広報させていただきたいと考えている状況でございます。 

  表面の件でございますけれども、これにつきましては教育委員会制度が変わりました

というふうなことでの広報を重点的にさせていただきたいと思っております。１１月

２６日から、新教育委員会制度、新教育長の制度にのっとって今回の改正といいますか、

制度を採用させていただきました。その新教育委員会制度の説明を明記させていただき

まして、また、改正の概要を下に書かせていただいております。また、真ん中の右です

けれども、改正前と改正後の図式をあらわして掲示させていただいております。 

  そして、もう一つですけれども、下の辺でございますけれども、総合教育会議が設置

されましたということで、７月１６日の第１回、１１月５日の第２回を開催しましたと

いうふうなことでの広報もさせていただいております。 

  一番下につきましては、教育に関する大綱、教育大綱でございますけれども、現在策

定中でございますけれども、そういったことも掲げております。 

  今回、こういった教育委員会制度が変わったということで、住民の方々に深く教育委

員会の内容を知っていただこうというふうなことで、教育委員会広報として表面を作成

させていただきました。 

  裏面でございます。 

  裏面につきましては、宇治田原の小中一貫教育というところでまとめさせていただい

ております。 

  これにつきましては、小中一貫教育推進協議会が平成２５年度、２６年度に協議いた

だきました内容について総括した段階のものをまとめております。 

  特に協議のまとめとしましては、１、２、３、４というように４つの項目であらわし

ております。所掌事項の関係が４つございまして、その所掌事項の項目を１、２、３、

４ということでうたって、協議のまとめとして受けさせていただいております。 
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  平成２５年度には５回、平成２６年度には２回、計７回の小中一貫教育推進協議会を

開催させていただきました。平成２７年６月以降につきましては休会となっております

けれども、より具体的な推進を図る際には、改めて委嘱をさせていただきたいと考えて

いる状況でございます。 

  まとめとしましては、１つ目としまして、育てたい「子ども像」の実現を図る義務教

育９年間の小中一貫教育の目標及び方針についてということで、３つでまとめておりま

す。子どもたちの学力充実・向上と生活の安定を図る。子どもたちに進級への見通しと

安心感を持たせ「小中ギャップ」を適切なハードルとし、義務教育９年間をより充実し

た成長の期間にしていく。各小中学校の教職員の意識改革と指導力の向上を図るという

ことでまとめております。 

  ２番目としましては、小中一貫教育を行う学校運営及び組織体制についてでございま

す。本町の小中学校に、小中一貫教育を行う「○○学園」等という愛称をつけて、児童

生徒の帰属感・一体化意識や教職員の協働実践の推進意識を高める。学校運営の共通化

を図り教職員の組織体制を整理して、学習の諸行事等を系統的に行っていく。 

  ３番目としましては、小中一貫教育を行う教育課程及び教育活動についてでございま

す。９年間の成長を見通した系統的な学習指導を行う。具体的には、学習方法や規律の

指導やカリキュラムの作成、小学校６年生の中学校の教科授業や部活動の体験、小学校

高学年からの教科担任による授業の導入、小中学校教員合同の授業の研究と実践などを

行っていく。また、９年間の発達を見据えた継続性のある生徒指導と豊かで健やかな心

身の育成を図る指導を行う。具体的には、生活の決まりや校則の共通した指導。一人一

人の子どもに寄り添う生徒指導と継続的な教育相談活動、異学年同士の交流活動や児童

会と生徒会の共同活動などを行うということでございます。 

  ４つ目でございますけれども、学校と地域・住民、保護者連携についてでございます。

保護者と連携した家庭学習の充実、地域や保護者の皆様から成る社会人講師による学校

への指導支援や各種ボランティア活動の充実を図るということでございます。 

  ４つの項目につきまして、協議していただいたことにつきましてまとめさせていただ

きました。そうした協議いただいたことをもとにしまして次に、今後、進める一貫教育

ということで、１、２、３とまとめております。今後、進めるといいますか、今現在で

もこういう内容につきましては進めさせていただいておりますけれども、それも１、２、

３ということでまとめさせてもらいました。 

  １つとしましては、小中一貫教育を行う組織体制を確立していきます。「○○学園」
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等の愛称をつけて取り組む学園構想の実現に向けて計画を立てていきます。それぞれの

教職員の役割をさらに明確にし、小・中学校の教職員が協働して小中一貫教育に取り組

める組織を確立し、学習指導や生徒指導等に取り組んでいきます。 

  ２番目としましては、小中一貫教育を行う教育課程の編成と教育活動のさらなる充実

を進めていきます。９年間を見通したカリキュラムの作成とその実施、中学校教員によ

る小学校での授業、小学生の中学校の教科授業や部活動の体験等について工夫、充実し

ていきます。また、一人一人の子どもに焦点を当てた生徒指導、児童会と生徒会の共同

活動についてさらなる充実を図っていきます。 

  ３つ目としましては、保護者・地域と連携して教育を一層推進していきます。学校へ

の指導支援や各種ボランティア活動等、保護者や地域の方々に学校を支えていただき、

学校は学校公開や地域報告会等を通して授業や行事の取り組みを地域の方々に伝え、

「育てたい子ども像」の実現を目指していきます。 

  ということで、１、２、３ということで小中一貫教育を進めるということでまとめて

おります。 

  一番下には、今年度の事業でございますけれども、１月１６日の土曜日、小・中学校

の学校公開、また１月２１日木曜日でございますけれども、小中一貫教育「地域報告

会」を開催させていただきます。 

  それと、ここには掲げておりませんけれども、２８年度中には学園構想の方針を定め

ていくこととしております。また、平成２９年度には学習指導内容の作成をまとめてい

きたいと思っている状況でございます。 

  こういったことで、表面には教育委員会制度につきまして、また、裏につきましては

宇治田原町の小中一貫教育というようなことでの広報をさせていただきたいと考えてい

るところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  何か質疑ございますか。今西委員。 

○委員（今西久美子） これ新聞折り込みというふうに最初ご報告があったかと思うんで

すけれども、今、新聞をとっておられない方が大体４００世帯ぐらいあるんじゃないで

すか。１割強の方は新聞をとっておられないというふうに私はちょっと認識をしている

んですが、これ新聞折り込みだけですか、配るのは。 

○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） ご指摘のとおり、新聞とっておられない家庭が４００ないし
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５００あるということを広報の人に伺っております。まず、新聞折り込みを主に置きま

して、そして町の教育委員会のホームページのほうにも掲げていきたいということで考

えておる状況でございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 町の広報は新聞折り込みと、あとシルバーさんに、とっておられ

ないところに配ってもらってはりますね。今後、住民の皆さんに周知したい内容につい

てはそうしていくべきやと、私は思っているんです。だから、今度、次回の町の広報は

１月１日号になると思うんですけれども、その封筒の中もちょっと入れはったらどうか

なと思うんですけれども。 

○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） 今のご意見は重々、私どものほうも気にかけている面でござい

まして、今回につきましては新聞折り込みを主ということでさせていただきたいと思っ

ております。特に１１月２６日の教育委員会制度が変わったというようなことでのやっ

ぱりタイムリーさという場面を持っていきたいと考えている状況でございまして、今の

これからの宇治田原町の教育の広報を作成する場合におきましては、『町民の窓』の差

し込みとか、また、今、委員おっしゃっているような内容のことも踏まえながら広報の

充実に努めていきたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思っております。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） あと、特に教育については、保護者の方に、実際子どもさんをお

持ちの保護者の皆さんにお知らせをしていくのが大事やと思うんですけれども、例えば

学校の子どもさんを通じて持って帰ってもらうなんていうことも方法の一つとしてはあ

ると思うので、その辺もぜひご検討をお願いしておきたいと思います。それは、もう答

弁は結構です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかございますか。原田委員。 

○委員（原田周一） 今、今西委員からもありました広報の仕方なんですけれども、新聞

折り込みだけやということで、それ以上のものでもない、以下でもないということなん

ですが、先ほどの話で１割強の方が新聞をとっておられない。実際にこの間から議会報

告会の中でも、この小中一貫教育についての質問等寄せられて、質問される方は逆に子

どもさんおられない方とかそういった方で、非常に宇治田原の場合は１中２小というこ

とで、そこを卒業された方が実際に多くおられるわけですから、非常に学校というもの

に対して皆愛着というんですか、関心を持っておられる。だから、そこでその４００世
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帯ほどのものにも、こういったものについてはやはり完全に広報できるように、行き届

くような方法を講じてもらいたいと思うんです。 

  そのためには、例えば１つの方法として自治会長を使って、各班組織もあるあけです

から戸別で配布ということも可能なんで、１つの方法としては。だから、やはりそうい

った配布の方法。あるいは、今、今西委員からありましたように、当然、親御さんとい

うことで学校での子どもへの配布ということもあるんですけれども、私は子どもさん以

外の親に徹底する意味でも、そういった方法があると思うんですけれども、その辺はど

うでしょう。 

○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） 確かに小学校、中学校を通じて持って帰っていただく方法、ま

た自治会等を通じての配布というのは、配布方法としてはごもっともかなと思っており

ます。今後、そういった内容を、ちょっと配布方法につきましても十分に考えさせてい

ただきたいと思っておりますので、ご理解いただきたいと思っております。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員。 

○委員（原田周一） それと、私もちょっと教員免許のことはよくわからないんですけれ

ども、小学校高学年から教科担任による授業の導入ということなんですけれども、この

辺は制度的に問題ないんですか。免許証というんですか、そのことなんですけれども。 

○委員長（垣内秋弘） 池尻補佐。 

○教育課課長補佐（池尻一広） 小学校のほうの教科授業、高学年からということで書か

せていただいているんですけれども、小学校の教員が教員同士で入れかわって、例えば

６年生の社会をこの先生、理科についてはこの先生という形で、隣のクラスも教えると

いうふうなことでございます。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員。 

○委員（原田周一） 私、イメージとして、例えば中学校は教科別ですよね。教師、授業

するのは。だから、そういった先生が小学校に来て教えるのかなというイメージで、そ

の免許的にという意味で聞いたんですけれども、今のお話でしたら、何か小学校の極端

に言うたら、１組の先生が２組を社会とか教えるみたいな答弁を受けたんですけれども、

そんな感じなんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 教育長。 

○教育長（増田千秋） 小学校の部分の高学年、中学校の教師、英語の教師と音楽の教師

が小学校へ行って授業をしてございます。中学校の免許で小学校の免許持っていない場
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合についてはできませんので、小学校の教師と中学校の教師が２人でＴ１・Ｔ２という

形でしておりますので、その場合については現行の状態で授業はできるということでな

ってございます。 

  あと、プラス分の形としては、そういう自分の担任の先生からしか教えてもらわない

ということではなくて、ほかの教師からも教えてもらえるというようなことで、そうい

う今先ほど課長補佐が申したような取り組みもしているということです。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員。 

○委員（原田周一） 多分そういうことやと思うんです。 

  過日、大阪の千里学園でしたか、我々行ったときにもそういう姿を見ていますので、

もし違ったらそういう話をしようかなと思っていたら、今、教育長のお話はまさにその

ものずばりでしたので、そういった形での授業を進めるということですね。 

  先ほど、教育長たまたま発言されていますので、ちょっと改めて言うことなんですけ

れども、この１ページ目の新教育委員会制度、いろんなところで発言はされているんで

すけれども、この政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつということについて、そ

の辺のお考えを今まで述べられてきてはおられますけれども、改めてちょっとお聞きし

たいと思うんです。 

○委員長（垣内秋弘） 教育長。今の内容は、先ほどもう既に質疑は打ち切っております

けれども、この場ですので、一応、教育長、お答えください。 

○教育長（増田千秋） 教育委員会にとって政治的中立性、継続性、安定性は、重要事項

であるというふうにとっています。政治的中立性のところにつきましては、教育委員会

が独自の執行機関として置かれておりますので、その面において政治的中立性を守って

いきたいと思います。まずは、継続性、安定性、それからもう一つ、教育委員会自身は

教育委員さんの決定によって成り立ちますので、教育長の意見、個人の意見では動きま

せんので、そこのところで継続性、安定性が確保されているものと理解しています。以

上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに。今西委員。 

○委員（今西久美子） すみません、もう１点。以前、住民アンケートをとられました。

数年がたつわけですが、今後、この小中一貫教育を進めるに当たって、地域住民の意向

をも反映しながらとあるんですけれども、どのように反映をしていくのか、どのように

地域住民の意向をつかんでいくのか、ちょっとその辺だけお聞かせ願えませんでしょう

か。 
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○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） ２６年度には各小学校、中学校におきまして説明会をさせても

らったんでございますけれども、そういった折々のときに、こういう広報もあるかもわ

かりませんけれども、やっぱりもう尐し詳しい、わかりやすい説明会等も通じまして、

地域の方々にわかっていただく方法を今後も取り入れていかないとならないということ

を考えている状況でございます。 

  ただ、反映につきましては、いろんなご意見等もございますので、そういう説明会等

も踏まえた中で、出てきた意見等もこちらのほうで調整させて加味させていただきなが

ら、今後の小中一貫教育の推進の中身の運営方法とかに生かしていくようなことでもあ

るかなと考えておりますので、そういった中で地域住民の意見の反映というものでのこ

とにつけ加えていきたいなと思っている状況でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 本当にいろんな意見があると思いますので、説明会という話でし

たけれども、教育委員会として地域に入って行きますという話も以前ございましたけれ

ども、本当に住民の意見をしっかりと受けとめていただきたい。その上で今後の方針な

り進めていきたいなというふうに思っております。 

  それと、２８年度から学園構想という話もありましたけれども、これについてもいろ

んな意見があったかと思います。何々学園ということですけれども、私は個人的には必

要はないというふうに思っておりまして、その辺のことも含めて住民の意見をしっかり

と聞いていただきたいというふうに、これは要望としておきます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

○委員（田中 修） このチラシの一番下に、学校公開の件と小中一貫教育「地域報告

会」の学校の案内が出ているんですが、これに開催場所とか時間とかは記載されていな

いんですけれども、これはこのままで出されるわけですか。 

○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） 今ご指摘のとおり、場所並びに時間等が書いておりませんので、

この辺につきましては詳しくわかるように、その下のところに記載させていただきたい

と思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○委員（田中 修） 結構でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員。 

○委員（原田周一） すみません。先ほど言えばよかったんですけれども、今の学園構想、
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２８年度からということで決定しているということなんですけれども、スケジュール的

にそのときに従来から問題になっている分離型か一体型かいうこともその中で表明され

ていくということですか。そういうぐあいに理解しておっていいですか。 

○委員長（垣内秋弘） 教育長。 

○教育長（増田千秋） 学園構想につきましては、施設がどういう形、一体型、分離型、

隣接型にかかわらず取り組みが出されるものですので、そのことの施設等のことにつき

ましては十分検討してまいりたいというふうに考えております。本年度中の計画策定の

検討の事項につきましては、学園構想のみに絞らせていただきたいというふうに考えて

おります。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員。 

○委員（原田周一） それでは、その辺の今私が言いました施設の面については、当然、

田原小学校とか、それから宇治田原小学校、それぞれの耐用年数のこともあるんで、大

体いつごろ方向的に決まるかというようなことをお考えか、その辺のところだけちょっ

とお聞きしたいんですが。 

○委員長（垣内秋弘） 教育長。 

○教育長（増田千秋） 大変申しわけないことなんですけれども、施設のことについての

日時等については控えさせていただきます。今の議会の一般質問でもお答えさせていた

だきましたけれども、検討課題がございますので、そのことをしっかり踏まえながら状

況のほうを判断してまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ちょっと私のほうから。 

  先ほどのご答弁の内容をもう一度確認しておきたいと思うんですが、学園構想、谷村

次長は平成２８年とおっしゃって、教育長は２８年度ということで…… 

（「教育長は今年度」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 今年度、失礼。その辺の統一見解をひとつ。谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） まことに間違いというか、わからない答弁をして申しわけござ

いません。 

  学園構想につきましては、２８年度中に方針を定めていくということで。 

○委員長（垣内秋弘） ちょっともう１回、教育長。 

○教育長（増田千秋） ２７年度中、本年度中に議会答弁で申し上げさせていたとおり、

計画のところについて確定のほうをさせていただいて、そしてその後、学園としてスタ

ートするのは、その状況を見て２８なのか、２９なのかを含めて、改めて提案のほうを
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させていただきたいと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 原田委員、何かございましたら手を挙げて言ってください。原田

委員。 

○委員（原田周一） 今のお話で、じゃ、この２７年度中といえば３月までに決定して、

それで、それに基づいて２８年度か２９年度から実施していくということでいいんです

か。 

○委員長（垣内秋弘） 谷村次長。 

○教育次長（谷村富啓） 学園構想の内容につきましては、推進協議会のほうでもう十分

に検討していただいておる状況でございます。ただ、それが今、調整の段階に入ってお

りまして、最終的に今年度、２７年度中に方針等を定めていく中で、２８年度から進め

ていくというふうなことになってくるかなと思っている状況でございます。 

○委員（原田周一） はい、結構です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 特にないようでございますので、日程第１、その他について終了

いたします。 

  これで、教育委員会所管にかかわる事項を終了いたします。 

  この場で暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１１時２２分 

再  開   午前１１時２３分 

○委員長（垣内秋弘） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  本日は、所管事項報告等を受けたところでございますが、第３四半期も終わりに差し

かかり、残すところ３カ月になろうといたしております。第４四半期の執行状況につい

ては、１月開催予定の委員会において報告願うことといたしまして、調整方よろしくお

願いしておきます。 

  以上で、本日の文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さんでございました。 

閉  会   午前１１時２４分 
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